










 悦田喜和雄は、1896 年 8 月 21 日、徳島県海部郡三岐田村大字木岐（現在は海部郡美波町
木岐）に農家の長男として生まれる。1911 年 3 月、三岐田村立由岐尋常高等小学校を卒業。
この頃から農業に従事する傍らに、文学を読み始める。1917 年頃に『文章世界』などの投書
雑誌への投稿を始める。1919 年 5 月、「木賃宿の朝」が『文章世界』に掲載され、その後も
4 編の投書が『文章世界』に掲載される2。1919 年の春頃、武者小路実篤が主宰する「新し
き村」に参加し、宮崎県の「新しき村」にも数度訪れる。1922 年 6 月、志賀直哉の推輓も
あって「雑炊」が『白樺』に掲載される。1924 年、5 月に「新しき日」を『新小説』に発表、
















                                                   
1 悦田喜和雄については、「悦田喜和雄略年譜」（『四国文学』1965 年 8 月）、佃實夫「悦田喜和雄論ノ
ートⅠ―その人と作品―」（『四国文学』1965 年 8 月）、後藤公丸『忘れられた農民作家 評伝悦田喜和
雄』（2001 年 12 月、四国文学会）、由岐町史編纂委員会編『由岐町史・上巻〈地域編〉』（1985 年 9 月、
由岐町教育委員会）、同『由岐町史・下巻〈図説・通史編〉』（1994 年 3 月、由岐町教育委員会）を参照。 
2 悦田喜和雄の投書活動については、富塚昌輝「悦田喜和雄の投書家時代―『文章世界』『婦人公論』に
掲載された投書作品の紹介」（『中央大学国文』2020 年 3 月）を参照。 





（『中央公論』3 月）、「宝篋印塔」（『新小説』8 月）を発表する。 
 1926 年 12 月、父の悦田慶一が死去し、家業である農業を継ぐ。1925 年 10 月の滝田樗陰の
死の影響もあって、悦田の中央文壇雑誌への作品発表数は減少する。しかし、この後も「へ
いげえ（妖怪）」（『大調和』1927 年 5 月）、「白鳥の歌」（『大調和』1928 年 5 月）、
「自畫像」（『馬鈴薯』1941 年 5 月－10 月）などを「新しき村」関係の雑誌に発表したり、
「彼等」（『農民』1927 年 12 月）、「百姓」（『地上』1939 年 1 月）などを農民文学関係
の雑誌に発表したりして、継続的に文学活動を行う。また、戦中期には徳島県文学協会副
会長を務めるなど、徳島県の文学界を牽引した。1952 年、徳島県文芸懇話会の代表となり、
同人雑誌『四国文学』を創刊。戦後は、「百姓」（『新しき村』1949 年 5 月）、「おとみ
の裸像」（『四国文学』1958 年 5 月）、「銭」（『農民文学』1962 年 12 月）、「百姓は死
んだ」（『徳島新聞』1971 年 4 月 24 日－8 月 16 日）、「田への遺愛」（『この道』1972 年
6 月）など、地方新聞や同人雑誌に作品を発表し続ける。1965 年 3 月、初の作品集『新しき
日』を四国文学会から刊行し、同年 6 月に徳島新聞社賞文化賞を受賞。1971 年 5 月には、第
2 作品集『綾の鼓』を皆美社から刊行する。1983 年 3 月 21 日、徳島県の由岐町立病院にて
死去。享年 86 歳。 































































                                                   























































って身を立てる覚悟をもって家を脱出するという悦田の若き日の熱意から、1926 年 12 月の




























                                                   
5 由良君美「人間性の恒常の相を示すメルヘン」『朝日ジャーナル』1975 年 12 月。引用は由良君美『風狂
虎の巻 新装版』2016 年 5 月、青土社。 





【『コドモの本』1934 年 6 月、表紙】 【『コドモの本』同左、20 頁】 
所であったのかもしれない7。別の観点から言うならば、童話を書くこと自体のうちに、必
然的に大人のまなざしを引き受けることが含まれているはずであり、悦田がいかに生涯「文
学青年」（『四国文学』1966 年 10 月）であろうとしたとしても、やはり一度は通過しなけれ
ばならない里程標なのではなかったか。 
 悦田喜和雄が童話作品を書いたこと、そしてそれが「松太と鉄砲」という作品として現
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ゑ）    
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 冬
ふゆ
がすぎ春
はる
になつて 筍
たけのこ
が生
は
える頃
ころ
になりました。松
まつ
太
た
が 筍
たけのこ
畑
ばたけ
へ猪
しゝ
が出
で
て、筍
たけのこ
を食
く
つ
てあるのを見
み
つけて来
き
ました。 
『朝
あさ
がた出
で
て来
く
るに違
ちが
ひない、明朝
あ し た
は射
うつ
てやる！』かう松
まつ
太
た
が云
い
つてゐるのを聞
き
いた父
ちゝ
の清
せい
太
た
は『こゝぞ！』と強
つよ
い決心
けつしん
をしました。それは自分
じ ぶ ん
が猪
しゝ
になつて 筍
たけのこ
畑
ばたけ
に這
は
つて居
を
れば
きつと松
まつ
太
た
は射
う
つに違
ちが
ひない、親
おや
を射
う
てば松
まつ
太
た
も鉄砲
てつぱう
をやめるだらう？ かう考
かんが
へた清
せい
太
た
は
朝
あさ
まだ暗
くら
い内
うち
からこつそり家
うち
を出
で
て、シユロの蓑
みの
をきて 筍
たけのこ
畑
ばたけ
を這
は
つてゐました。もう松
まつ
太
た
が射
う
ちさうなものだと思
おも
つて待
ま
つてゐると、後
うしろ
の方
はう
から松
まつ
太
た
が、 
『お父
とう
さん、何
なに
してゐるんぞえ！』かう呼
よ
びかけられた清
せい
太
た
に、つつと立
た
つて声
こゑ
の方
はう
を見
み
る
と、まだ暗
くら
くて何
なん
にも見
み
えないが十四五間
けん
も向
むか
ふに火縄
ひ な は
の火
ひ
が見
み
えました。自分
じ ぶ ん
の思
おも
ふや
うにうまく行
い
かなかつた清
せい
太
た
は、しかたなく、すごすご家
いへ
に帰
かへ
りました。 
 父
ちゝ
がいくら鉄砲
てつぱう
をやめて百姓
せう
を熱心
ねつしん
にしてくれと云
い
つても松
まつ
太
た
は少
すこ
しもききませんでし
た。毎日
まいにち
毎日
まいにち
鉄砲
てつぱう
ばかりいぢつて百姓
せう
の仕事
し ご と
は少
すこ
しもしなくなりました。 
 年
とし
取
と
つた清
せい
太
た
夫婦
ふ う ふ
はだんだん仕事
し ご と
が出来
で き
なくなり、以前
い ぜ ん
村
むら
一番
ばん
によく出来
で き
てゐた田
た
や畑
はたけ
はやせてしまひ稲
いね
や麦
むぎ
は出来
で き
なくなり、よくなつてゐた柿
かき
や蜜柑
み か ん
は次第
し だ い
に実
み
を結
むす
ばなくな
りました。清
せい
太
た
は毎日
まいにち
あせりましたが松
まつ
太
た
は平気
へ い き
で鉄砲
てつぱう
ばかりいぢつて遊
あそ
んでゐました。
だんだん年
とし
取
と
つた父
ちゝ
の清
せい
太
た
はとうとう疲
つか
れはてて病気
べ う き
になりました。医者
い し や
を呼
よ
んで診
み
て貰
もら
ふととても
、、、
むつかしいと云
い
ふのでした。さすがの松
まつ
太
た
もそれをきくと、鉄砲
てつぱう
をやめて母
はゝ
と
二人
ふ た り
で一生
しやう
懸命
けんめい
看病
かんびやう
しました。しかし父
ちゝ
は一日
にち
一日
にち
衰弱
すいじやく
して行
い
きました。ある夜
よ
、清
せい
太
た
は
しづかに松
まつ
太
た
に云
い
ひました。 
『俺
おれ
はお前
まへ
にどうしてもきいてもらひたいことがある。きいてくれるか！』 
『はい、どんなことでもお父
とう
さんの云
い
はれることはおききいたします。』と松
まつ
太
た
は父
ちゝ
の枕
まくら
も
とに手
て
をつき頭
あたま
を下
さ
げました。父
ちゝ
はキヨロキヨロ松
まつ
太
た
の顔
かほ
を見
み
て云
い
ひました。 
『お前
まへ
は今
いま
まで俺
おれ
が何度
な ん ど
云
い
つても鉄砲
てつぱう
をやめなかつたが俺
おれ
はもう死
し
ぬのだ。今
いま
死
し
ぬ俺
おれ
にも
う一生
せう
鉄砲
てつぱう
を持
も
たない約束
やくそく
をしてくれまいか、これがもう一生
せう
のお願
ねが
ひだ』すると俯
うつ
向
む
い
てゐた松
まつ
太
た
は、眼
め
に涙
なみだ
を浮
う
かべて云
い
ひました。 
『それでは鉄砲
てつぱう
のことは思
おも
ひきります。今後
こ ん ご
鉄砲
てつぱう
は持
も
ちません！』松
まつ
太
た
がかう約束
やくそく
をする
と、父
ちゝ
はその次
つぎ
の日
ひ
、とうとう死
し
んでしまひました。 
 父
ちゝ
が死
し
んでから鉄砲
てつぱう
持
も
つ手
て
に鍬
くわ
を持
も
つた松
まつ
太
た
は、毎日
まいにち
田
た
や畑
はたけ
で働
はたら
きましたが何
なん
だか淋
さ
び
しくてやりきれませんでした。畑
はたけ
に行
い
つても鍬
くわ
を休
やす
めて鉄砲
てつぱう
のことを考
かんが
へました。鍬
くわ
の柄
え
で向
むか
ふの山
やま
の石
いし
を狙
ねら
つて見
み
たりしました。家
いへ
に帰
かへ
ると、たまをこめてない空
から
鉄砲
でつぱう
で柿
かき
の木
き
に
来
き
て啼
な
いてゐる小鳥
こ と り
を狙
ねら
つてみたりしました。そんな風
ふう
に毎日
まいにち
毎日
まいにち
やつてゐるので田
た
や畑
はたけ
は次第
し だ い
に荒
あ
れ柿
かき
や蜜柑
み か ん
の木
き
は枯
か
れ掛
かゝ
りました〔。〕 
 とある夕方
ゆうがた
でした。もう鉄砲
てつぱう
をやめた松
まつ
太
た
を知
し
つてゐるはずの一人
ひ と り
の狩人
かりうど
が松
まつ
太
た
を呼
よ
び
に来
き
ました。それは暗
くろ
谷
だに
山
やま
と云
い
ふ大
おほ
きな山
やま
で牛
うし
ほどもある大猪
おほじし
が手負
て お ひ
になつてどうしても
射止
ゐ と
められないから松
まつ
太
た
を呼
よ
びに来
き
たのでした。松
まつ
太
た
は待
ま
ちかねてゐたやうに喜
よろこ
んで鉄砲
てつぱう
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を担
かつ
いで暗
くろ
谷
だに
山
やま
へ行
い
きました。もう夕方
ゆうがた
で向
むか
ふが暗
くら
い頃
ころ
でした〔。〕松
まつ
太
た
の前
まへ
の射場
ゐ ば
で射外
ゐ は づ
した猪
しゝ
は、又
また
松
まつ
太
た
の次
つぎ
の射場
ゐ ば
も射外
ゐ は づ
しました。次
つぎ
に来
く
るのが松
まつ
太
た
の射場
ゐ ば
でした。待
ま
つてゐ
た松
まつ
太
た
は狙
ねら
ひすましてひきがねをひきました。射止
ゐ と
めるはずの松
まつ
太
た
の鉄砲
てつぱう
も不思議
ふ し ぎ
に狙
ねら
ひ
がはづれました。あれくるふ手負
て お ひ
の大猪
おほじし
はたちまち大
おほ
きな牙
きば
で松
まつ
太
た
をかけ倒
たほ
しました。牙
きば
を
うちこまれた松
まつ
太
た
の腹
はら
からは腹
はら
わたが出
で
て、松
まつ
太
た
はウンウンうなりました。もう息
いき
が窒
とま
つ
て次
つぎ
の息
いき
が吹
ふ
き返
かへ
せなくなつた時
とき
でした。 
『松
まつ
太
た
！松
まつ
太
た
！』とやさしく呼
よ
ぶ声
こゑ
がしました。ふと気
き
がついた松
まつ
太
た
は、今
いま
のが夢
ゆめ
であつ
たことに気
き
づいてほつと溜息
ためいき
をつきました。そして、これはお父
とう
様
さま
のお諭
さと
しである。お父
とう
様
さま
がなくなる前
まへ
にもう鉄砲
てつぱう
のことは思
おも
ひ切
き
ります〔、〕もう鉄砲
てつぱう
は持
も
ちませんと約束
やくそく
しながら
やはり鉄砲
てつぱう
のことは思
おも
ひきらず、ひまさへあれば空
から
鉄砲
でつぱう
で狙
ねら
つて見
み
たりしてゐたから、そ
のお怒
いか
りだと松
まつ
太
た
は深
ふか
く感
かん
じました。 
 それから松
まつ
太
た
は鉄砲
てつぱう
をすつかり思
おも
ひ切
き
りました〔。〕そして父
ちゝ
の若
わか
かつた時
とき
のやうに百姓
せう
に熱心
ねつしん
になりました。すると今
いま
まで枯
か
れかかつてゐた柿
かき
や蜜柑
み か ん
の木
き
も以前
い ぜ ん
のやうに若
わか
返
がへ
り
立派
り つ ぱ
な実
み
を結
むす
ぶやうになりました。綺麗
き れ い
な柿
かき
や蜜柑
み か ん
を見
み
ると、松
まつ
太
た
は面白
おもしろ
くなり、ますま
す熱心
ねつしん
に手入
て い れ
をしました。やがて父
ちゝ
のやうに村
むら
一番
ばん
の柿
かき
や蜜柑
み か ん
を作
つく
り、立派
り つ ぱ
な稲
いね
や麦
むぎ
を作
つく
り
ました。もう松
まつ
太
た
は以前
い ぜ ん
の鉄砲
てつぱう
より、百姓
せう
の仕事
し ご と
がたのしくなりました。そこで、松
まつ
太
た
は
これだけたのしく百姓
せう
が出来
で き
るやうになつたことを喜
よろこ
び、お父
とう
様
さま
のお墓
はか
の前
まへ
に行
い
つて、
百姓
ひやくせう
の仕事
し ご と
が何
なに
より面白
おもしろ
く、たのしく出来
で き
るやうになつたことをお礼
れい
申上
まうしあ
げました。（終
をはり
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